
令和５年度ニーズ調査等からの自由意見（抜粋） 未就学：未　小学生：小　中学生以上：中　町職員：職　出前町政報告会：出　　※同対象内での重複回答は統合・整理しています

【施設】 【機会】 【時】
未 ・小児科、小児病院の増 未 ・子どもと気軽にランチ 未 ・子どもを見てくれる、預かり制度充実
小 ・小児科、小児病院の増 未 ・子連れで行きやすい施設、飲食店の紹介 未 ・早朝保育サービスの充実
中 ・産科、小児科の増 中 ・子どもといける飲食店、お店の増 未 ・たかとり幼、朝の預かり拡充
中 ・小児科、耳鼻科、皮膚科、足りない 未 ・ファミサポの利用年齢の拡大
職 ・町内に産科 未 ・幼少中の連携教育、相互訪問もっと 未 ・自宅へのベビーシッター

未 ・地域の方と交流できる機会 未 ・支援センターの民営化
小 ・妊婦専用救急車（湯河原町） 中 ・親子で参加できる交流イベント 未 ・一時保育の充実

中 ・お金ではなく、機会や体験を子どもに 未 ・支援センターの利用年齢拡充（多子）
未 ・病児保育、病後児保育施設の増と充実 中 ・子どもとのびのび散歩できる町 未 ・支援センターでお預かり
小 ・病児保育の充実 未 ・保育、学童、預かり時間延長
中 ・母子家庭への支援、預かり、病児病後児 未 ・めばえ、すくすく、開所時間の拡大 未 ・長期休暇中の小低学年の幼稚園預かり

未 ・支援センター、２人連れの日の設定 未 ・預かり送迎ステーションの設置
未 ・子ども用品の店を誘致 未 ・行動力、発信力を養う講座、幼稚園で 中 ・支援センターで一時預かりを
小 ・各種サービス提供可能な大企業の誘致 職 ・病児保育（保育園や病院での一時預かり）
中 ・町内に百均ショップの誘致 未 ・子どもと参加できる行事、イベント増 職 ・駅近くに送迎保育ステーション
中 ・本屋、雑貨屋が町中に欲しい 未 ・子どもと一緒に過ごせる場所 職 ・めばえ、すくすく、東西、強みを生かす
職 ・企業誘致等の長期的な計画 未 ・自然の中でアスレチックできる場所
職 ・365日、24時間営業の保育所の開園 未 ・自然環境を活かした子育て 未 ・不在時等、誰が子の面倒みるの問題

未 ・自然を体験できるイベント 未 ・祖父母、頼れる環境があると良い
未 ・芸術性や人格を高めるサービスを 未 ・身近に親族がいない、頼る人なし、不安
小 ・ボールを使用できる場を増やして 未 ・子どもに寄り添う余裕がない

【支援】 小 ・農業、漁業、キャンプ、体験イベント 未 ・リフレッシュ目的での子の預け先、時間、場
職 ・短期で対応と長期目線で地道の整理 小 ・豊かな自然環境、プレーパーク 未 ・親も家事の手が抜ける場
未 ・どうやったら1人目を持つかを考えて 小 ・海山で成長できる保育・教育を 未 ・買い物代行。親の時間確保、サービス・支援
未 ・自らヘルプを言える人以外の声聞いて 小 ・スキー良かった。大磯発のバスツアー増
小 ・２人フル、２人の内１人フル、１人フル 小 ・動物、生物と触れ合える場、命の大切さ 小 ・祖父母近くにいると…頼れるところ

　支援内容（金、時間、預け）の精査を 中 ・動物、生き物と触れ合える広場 中 ・近くにおじい、おばあ欲しい、孤独
小 ・未就学児だけではない、息の長い支援を 中 ・自然と触れ合えるイベントや活動 中 ・親のリフレッシュ、時間の確保
中 ・現金給付は、目的外に使う人もいる 中 ・大磯町の歴史を知る機会の増 中 ・たまに親に無償で休みをくれる町
中 ・公的サービス、専業主婦向けはやめて 職 ・教育方法の多様化（グローバル、障がい、体験） 中 ・お金と時間、心の余裕づくり
中 ・現状の意見を町の立場から支援、 職 ・町内で過ごした記憶や体験を植え付ける 職 ・伴侶、保護者がリフレッシュできる場や支援

　解決の道筋が立てられれば良い 職 ・大磯式体験学習 職 ・子どもを預かる場の拡充
出 ・子育て世代に選ばれるには、教育が一番の課題 職 ・幼少期の楽しい思い出（公園、駄菓子屋） 職 ・子どもの遊び場の拡充
出 ・若い人たちの力を町政にどう生かすか 職 ・教育や経験の機会を平等に得られる社会 職 ・３世代、近居（孫の面倒、親の介護WIN）
職 ・乳幼児、児童に向けた施策中心ではなく、 職 ・二世帯居住、土地や家屋、リフォーム費用への支援

　特に若者、この地で子育てをしたいと思わせる施策に力を 中 ・伝統行事への積極参加しやすい空気づくり 職 ・数世代にわたり大磯に居を構えてもらえるような流れ
職 ・親だけが大磯に残ることがない、まちづくり 出 ・お祭りや木遣りをやりたい小中学生増 職 ・夫婦の両親の移住を支援する制度を

出 ・大磯高校高校生、地域貢献活動を 職 ・美容や健康増進に係る費用の補助
中 ・産むと得、と思える施策 職 ・ジジババなど近くに支援できる人の存在
中 ・産めば産むほど特典増える施策 中 ・若者の生活の安定と出会いのサポート 　ジジババがいない人が利用できる支援

中 ・出会いの場を増やして 職 ・信頼できる預け先が身近に
小 ・共働き（フル）家庭への支援 中 ・大磯高校の生徒を真っ直ぐ帰さない 職 ・ちょっと息抜き、美容院、ときの確保
小 ・多子家庭へ平等に支援 　　居場所、自習室、購買など 職 ・子どもを連れていける歯医者や美容院
中 ・多子家庭には手厚く支援を 中 ・居場所や相談場所の増と充実 職 ・ショートステイや家事支援
中 ・若者や学生に目を向けて 職 ・年代を超えたコミュニケーションの場
中 ・大学生の子がいる世帯の親は親の介護、親への支援を 職 ・お見合い文化の復活 未 ・放課後の子どもの居場所増やして
職 ・ターゲットは、小学校就学前の子を持つ保護者 職 ・周囲で話しづらい分野の経験者との話し合いの場 未 ・小学生、子どもの居場所

職 ・若者の居場所づくり 未 ・児童館をつくって
小 ・未来ある子に活かせる施策や施設づくり 職 ・親になることに後ろ向きな人、出会いの機会や 未 ・走り回れる、雨の日や暑い日に遊べる場所
中 ・子育て世代向けのコミュニティ形成の場 　関心が無い人への仕掛けは必要 未 ・運動公園、子育て世代向きに
職 ・子育て支援への研修の機会 職 ・あとで後悔しないため、適齢期世代に手厚い支援を 未 ・公園充実、既存アップデート

未 ・児童館、大人の目のある居場所増設
未 ・町独自支援、町での子育てメリットを 中 ・フリーマーケット、定期的に開催して 小 ・国府支所、居場所で開放できないか
中 ・他自治体に比べ圧倒的なメリットを 中 ・町内のアルバイト、パートの場の増 小 ・学童ではない場、体育館開放
中 ・積極的な変化、他自治体との差別化 出 ・町内の働く場を確保しないと若い人は来ない 中 ・室内遊び場、町立体育館、場の多様化
出 ・子育て支援の充実は結構だが、財源は 職 ・町内に働く場、雇用の創出を 中 ・申し込み無しで自由に行ける居場所
職 ・子育ては広域視点で取り組めないか 職 ・町内の働き先を増やす、結果、子ども増 中 ・空き家を子どもの居場所に
職 ・金銭的、時間的、精神的な余裕を得られる施策の展開 中 ・子どもの遊ぶ場、公園整備
職 ・現状の余裕と将来的な安心感をどう提供 未 ・習い事をする場を増やして 中 ・子どもの家や児童館、欲しい
職 ・生活のしやすさでは都会に勝てない、 未 ・習い事などを体験させたい 中 ・空施設が簡単に使える仕組み、支所開放

　ポイントを絞って他との差別化を 未 ・学童、宿題見るなど教育的指導を取入て 中 ・大磯総合多目的館。駅に児童保育所
職 ・ハコものを作るのではなく、 未 ・一人でいける習い事の選択肢増 中 ・各地区にある会館などは活用できないか

　地域施設や学校施設の更なる活用を 未 ・保育園、幼稚園で習い事を受けられる 職 ・日祝日、親子で遊べる幼稚園、保育園の開園
職 ・しっかりとした支援の人員、体制の確保 未 ・幼稚園施設で習い事できないか

未 ・習い事への支援、補助、地域プログラム 未 ・長期休み時の預け先
未 ・支援課の温かい対応を期待 小 ・習い事への支援 小 ・長期休み過ごせる場所、昼食（有料）も
未 ・すぐに相談できる機能、zoomとか 中 ・塾に通えない、自宅でできない、自習室増 小 ・長期休暇中の親の負担軽減
未 ・孤独感がある 小 ・放課後子ども教室、日数増やして
職 ・ぱくサポ（横浜市） 未 ・大きくなってからのがお金かかる
職 ・こまちプラス（戸塚区） 未 ・塾に行く機会や費用の支援 未 ・親も安心して子を預けられる学童

小 ・大学進学費用の助成（所得制限なし） 小 ・学童、年ではなく月単位にできないか
小 ・子育て資格取得希望者へ助成、人材育成 小 ・学童、30分延長できないか
小 ・進学にかかる費用の援助 小 ・学童、長期休暇、入会料なし
小 ・高校生以上の支援、大学院への進学支援 小 ・学童、施設拡大、スタッフ充実を
中 ・免許等、資格取得への支援 小 ・学童、入会条件の緩和、拡大

小 ・学童の稼働日拡大（日、祝、年末年始）

小 ・手続き関係のオンライン化
中 ・受けたい支援をオンラインで申請

　気兼ねなく利用できる仕組み

令和５年度ニーズ調査と

町職員からの声



【物】 【金】 【情報】
未 ・おむつやミルク等の定期便 中 ・子どもを授かれない家庭への支援 未 ・保育園の通知、年内に
未 ・おむつ代の負担が大きい 　養子などの支援策、支援制度の展開 未 ・保育園の入所結果通知を早く欲しい

未 ・オーガニックこだわらないで 小 ・不妊治療に関する支援や情報 未 ・アンケート結果の公表
小 ・不要ランドセル回収、活用 中 ・不妊治療補助の拡充 小 ・調査結果の公表

職 ・男女ともに不妊治療への支援
未 ・カタログ、商品券、タクシー代、祝い金 小 ・高齢者教育、年金で自由暮し、社会貢献して
未 ・厚木の配布システム＋幼稚園まで 未 ・妊婦検診時の補助増、交通費支援 小 ・子どもだけではなく、親への教育
未 ・受けたいサービス異なる、自由な選択肢 中 ・妊婦健康診査の費用補助 小 ・子に関する無料の法律相談
中 ・子育てに必要な用品、町支援 未 ・保育園、幼稚園の空き状況のHP公表
中 　家庭によりニーズ異なる、世代カタログ 未 ・多胎支援、多子支援 未 ・町が提供の子育て支援策の広報もっと
職 ・用品支援と配送（厚木市） 未 ・ベビーカーでの公共交通費支援 小 ・無認可保育施設の情報も広報にのせて

未 ・第３子の子育て支援の充実 中 ・町の子育て支援をHPでしっかり見せる
未 ・双子や三つ子のサポート充実 　　子育て情報の集約と広く発信
小 ・産後ドゥーラへの助成 中 ・町内の子育てに関わる方をもっとPR
小 ・助産師の訪問の拡充、プッシュ型で 　　活動ももっと評価されるべき
中 ・産後ケアの申請方法が不親切 中 ・子どもが行政情報にアクセスできる環境

　クーポン配布など、申請不要にできないか 　　子ども向けHP（ヤングケアラー等投稿）
中 ・産前産後ケアの充実 出 ・子育て策の充実は良いが、PRが不足
中 ・乳幼児健診回数分のタクシー券 職 ・ゆりかご～墓場まで、全体的なプロモーションが必要

【障害】 中 ・妊婦や子育て世帯へタクシー割引券 職 ・町を知らなければ、居住地としての選択肢にも入らない
小 ・学校になじめない子の別の選択肢の幅 中 ・町外で出産だと病院で費用を割増し 職 ・官民の子育て情報を一元化したHPの設置（松戸市）
小 ・福祉事業所などがもっと身近に 　　差額の支援を 職 ・大磯で送るライフプランのモデルケースを視覚化
小 ・障害持つ子がいる家庭への支援 職 ・広報誌で町の保育士の紹介、PR
小 ・療育施設（放デイ）、発達支援教室欲しい 未 ・第1子就学で変わる２子以降の見直し 職 ・シティプロモーションの強化
小 ・発達相談、小学生以降の充実 未 ・保育園での主食費が負担 職 ・子どものうちから自身のライフプランの立て方や
小 ・障害児や小学生へのサポートを手厚く 未 ・子ども園の延長保育、高い 　結婚子育て、独身での社会への影響等の教育が必要
小 ・支援級の充実、場と職員 未 ・預かり保育料の公私均衡 職 ・結婚、子育てのメリットのアピールを
小 ・グレーゾーンの子への支援充実 未 ・一時保育料の値下げ、補助 職 ・乳児から大学までの子育て過程（安心感、期待感）を
小 ・いじめ、加害児童への医療ケア支援 中 ・親休み、一時保育有料、改善を 　明確に保護者に描かせる
小 ・発達障害、療育受けられる環境を 中 ・保育料０～２歳も無償化
中 ・フリースクール設置 出 ・預ける条件ポイントの見直し
中 ・医療ケア児、幼稚園で一緒に保育 職 ・育休取得外の係員への応援手当の支給

　　保幼に看護師など専門職の配置
職 ・療育利用の手続きの簡素化 未 ・保育士増員、受入定員の増

未 ・保育士の増加、育成強化
中 ・幼稚園教諭、保育士の増員
中 ・保、幼で働く人がたくさん集まる施策
職 ・保育士の処遇向上
職 ・公私連携での合同就職説明会（保育）

未 ・ファミサポ利用料高い
未 ・ファミサポスタッフ時給改善
小 ・ファミサポ人員、増やして
中 ・シッター代補助、２人目を考えさせる策

小 ・ボランティアではなく有償で雇用を
小 ・定年退職後の高齢者の有償活用

未 ・お金、太っ腹に還元して
未 ・乳幼児、保育、幼稚、保育料全無償化
未 ・保育、学童、延長料金無償
未 ・小中高大、教育費無償化
小 ・教育に係る費用の無償化（オール）
中 ・保育、幼稚園、各種制限の撤廃

出 ・新婚カップル向け、町内居住、助成金
職 ・結婚支度金や引っ越し費用等への支援

小 ・スクールサポーターの増員
小 ・スクールサポーター障がい者雇用

未 ・高麗、スクールバス導入
未 ・町立幼稚園のバス希望
未 ・バス通学への補助、無料に
小 ・子どもたち誰でも使える送迎バス
小 ・学校、塾バス送迎サービス
小 ・小学生スクールバス導入
小 ・中学生バス代大人料金になる、支援
中 ・バス通学無償化
中 ・公共交通、バスの充実（路線、本数）
中 ・電動自転車手当
職 ・子育てタクシー助成券
職 ・学校、塾などへの送迎
職 ・高校生の定期無償化（神戸市）


